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通信総合研究所 情報通信研究の産学官連携の加速に向けた体制強化
－「けいはんな」における産学官連携オープンラボの整備と民間から情報通信部門長を登用 ―

平成14年7月23日

1. 「けいはんな」における産学官連携オープンラボの設置

ＣＲＬは、産学官が連携した地域のＩＴ研究開発を推進するため、研究開発環境を備えたオープンラボ
を、関西文化学術研究都市（けいはんな精華・西木津地区）にあるＣＲＬけいはんな情報通信融合研究
センター（以下、ＣＲＬけいはんな、センター長：中山治人）に整備をすすめている（図１）。このオープン
ラボでは、高機能ネットワーク技術の研究環境を備え、大学、通信・放送事業者、メーカー、研究機関、
ベンチャー企業、地方自治体等に開放し、研究開発を行うとともに、専門家の育成等を併せた人材の
育成等を行っていく予定である（図２）。今回、オープンラボ施設を有効に活用するために、幅広い活用
の仕組みの構築をめざして現地産業界・公的機関等との準備協議を開始した。 

2. 民間企業から情報通信部門長を登用

ＣＲＬは、「けいはんな」における産学官連携オープンラボの運用などに中核的な役割をはたすＣＲＬ情
報通信部門の部門長に民間企業から、蓮池和夫氏（５１歳、前 国際電気通信基礎技術研究所（ＡＴ
Ｒ）適応コミュニケーション研究所第一研究室長、元ＫＤＤＩ先端技術ビジネス推進部担当部長）を充て
る人事を平成１４年７月２３日に発令した。同氏は、学会活動のみならず、国内外通信標準化及び民間
企業における情報通信システム開発にも業績をあげており、同氏のもとでＣＲＬの通信分野の研究開
発における産学官連携の加速を図ることとしている。さらに、ＣＲＬの無線通信部門で研究開発が進め
られている第４世代モバイル通信技術を含む有無線統合ネットワークの研究開発や情報通信技術の
国際的な連携推進にも指導的役割を果たすことが期待されている。 

＜連絡先＞ 

企画部広報室 吉本繁壽 Tel:042-327-6683
（オープンラボ関連）
情報通信部門けいはんな情報通信融合研究センター
中山治人 Tel:0774-95-2401 

独立行政法人通信総合研究所（以下ＣＲＬ。理事長：飯田尚志）は、これまでの電波・光の研究の成果を
生かしつつ、情報通信に関する総合的な研究開発を中心として先端的な研究開発を推進している。この
度、同研究所は情報通信基盤技術の研究開発にあたって産学官の連携を一層強化することを目的とし
て産学官連携オープンラボを設置するとともに民間からの情報通信部門長の登用を実施する。 




